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研究成果の概要（和文）：本研究では、主に熱帯に生育する7目11科の植物が、病原菌に感染した葉の部位を局
所的に自ら切り落とすことで、周囲への感染拡大を防いでいると考えられる応答を示すことを発見した。この現
象は、外敵による攻撃を受けた部位を宿主自身が切り落とすという意味で、動物で見られる自切に類似する。自
切が確認できた植物は、基部被子植物のモクレン目から真正双子葉類のムクロジ目、ユキノシタ目、リンドウ目
などさまざまな目にわたっており、被子植物にかなり広範に見られる応答であることが分かった。自切を引き起
こす病原菌は特定の分類群に限られることはなく、植食性昆虫の食跡や物理的刺激に対しても同様の応答が起こ
る。

研究成果の概要（英文）：In this study, I found that some plants locally abscise regions of the leaf 
that is infected by pathogens, presumably to prevent further spread of the infection. Such a 
response was found in 11 angiosperm families in 7 orders, mainly distributed in the tropics. This 
response resembles autotomy in animals, in a sense that an organism gets rid of areas of its body 
attacked by natural enemies. Localized leaf abscission was found in diverse angiosperm groups 
ranging from Magnoliales, a member of the basal angiosperms, to Sapindales, Saxifragales, and 
Gentianales of the eudicots. Pathogens that cause localized leaf abscission is not limited to 
particular taxonomic groups, and localized leaf abscission can also be induced by insect herbivory 
and mechanical injury.

研究分野：植物生態学

キーワード： 自切　葉　病原菌　センダン科　サクラ属　ハクサンカメバヒキオコシ　ムツモンオトシブミ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
植物は生態系の生産者であり、植食者や病原菌による攻撃に絶えずさらされている。食害や病害から身を守るた
め、植物はさまざまな物理的、化学的、あるいは生物的な防衛機構を発達させてきたが、とりわけ病原菌に対す
る植物の防御応答は、モデル植物や、一部の栽培植物において詳しく研究されているに過ぎす、野生植物におけ
る防御応答の多様性は詳しく研究されていなかった。本研究は、これまで植物の防御応答としてほとんど注目さ
れてこなかった、植物自らが葉の感染部位を切り落とすという応答が、被子植物のさまざまな分類群で広く見ら
れることを発見し、植物が従来考えられてきた以上に多様な方法で身を守っていることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 植物は生態系の生産者であり、植食者や病原菌による攻撃に絶えずさらされている。こうし
た食害や病害から身を守るため、植物はさまざまな物理的、化学的、あるいは生物的な防衛機
構を発達させてきたが、こうした植物の防御をかいくぐるように植食者や病原菌もその解毒能
力や感染力を高めてきた。このような共進化の過程で、植物がどのように防御機構を多様化さ
せながら食害や病害を抑え込んできたのかという問いは、生態学における重要なテーマである
が、とりわけ病原菌に対する植物の防御応答は、シロイヌナズナやタバコなどのモデル植物や、
一部の栽培植物において詳しく研究されているに過ぎす、野生植物における防御応答の多様性
は詳しく研究されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 研究開始当初、私は熱帯に生育する複数の科の植物で、植物が病原菌に感染した葉の部位を
自ら切り落とすことによって周囲への感染拡大を防いでいると考えられる現象を発見していた。
この現象は、外敵による攻撃を受けた部位を宿主自身が切り落とすという意味で、動物で見ら
れる自切に類似する。本研究では、この現象の生態的な意義を調べ、葉の自切が被子植物に普
遍的な新しい防御機構であることを示すことを目的とした。また、自切の適応的意義を野外実
験によって検証し、さらに自切の分子メカニズムを明らかにすることで、系統群間で共通のメ
カニズムが使われているのかどうかを検証するを目指した。 
 さらに、葉の自切以外にも、外敵に対する防御に重要な、見過ごされてきた葉の形質がない
かを探索し、そのような形質の生態学的意義を調べた。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、世界のさまざまな調査地において、植物の葉を網羅的に調べ、自切が植物にお
いてどれほど一般的な現象であるかを重点的に調査した。また、植物園等で栽培されている植
物も調査の対象とした。このような探索を行う一方で、植物が葉を自切することによって、病
原菌の感染の程度を低く抑えているかどうかを操作実験で検証することを目指した。 
 葉の自切以外では、シソ科のハクサンカメバヒキオコシの葉の切れ込みが、ムツモンオトシ
ブミによる葉の加工を防ぐ役割をもつと考えられたため、この可能性を野外調査や操作実験に
よって検証した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究によって得られた成果は以下の通りである。 
 
1) 研究開始当初の予想を大きく上回る数の植物で自切を発見し、この現象が被子植物にかなり
広範に見られる応答であることを明らかにした。自切が確認できた植物は、基部被子植物のモ
クレン目から真正双子葉類のムクロジ目、ユキノシタ目、リンドウ目などさまざまな目にわた
っており、合計 7目 11 科に及ぶ。これらは熱帯産の植物が多いが、一部に冷温帯の落葉樹もあ
り、熱帯で多く見つかるのは病原菌の活動が熱帯においてより活発であるためだと考えられる。
例えば日本に在来のセンダンは、京都周辺の個体群では自切はまれにしか起きていないが、琉
球列島では葉に菌がよく感染しており、自切が頻繁に見られる。また、草本植物では自切は見
つかっていない。同じ属の植物でも、一部の種群では自切が起こるが、同所的に生育する近縁
の別の種では起こらないという例もあり、どのような要因によって一部の植物が自切を行い、
他の植物が行わないのかは極めて興味深い。 
 
2) 自切を引き起こす原因となる菌は特定の分類群に限られることはなく、さらに潜葉性昆虫の
潜り跡も切り落とされることが分かった。また、物理的に葉を傷つけた場合にも同様の応答が
起こることがある。しかし、自切が起きた場合と起きなかった場合でその後の感染拡大にどの
ような違いが生まれるかや、具体的にどのような物質が自切の引き金となるのかについては十
分な解明に至らなかった。 
 



3) 植物の葉における新しい防御機構の探索という観点から、ハクサンカメバヒキオコシの葉の
切れ込みに着目し、植食者に対する抵抗性を高める役割があることを明らかにした。ハクサン
カメバヒキオコシには、ムツモンオトシブミという植食者がつくが、葉の顕著な切れ込みは、
オトシブミの成虫による葉の加工（幼虫の隠れ家および食料となる揺籠の作成）を妨げ、食害
率を抑える役割があることを明らかにした。植物の葉の形が植食者との相互作用と結びつけて
捉えられることはこれまでほとんどなく、この成果は野生植物の葉の防御機構にまだ見過ごさ
れている側面があることを示している。 
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